結論
「フォーク並び（一列に並んで空いたレジへ）」の方が、平均待ち時間・公平性の両面において圧倒的に優れています。
なぜそうなるのか、シミュレーションの背景にある「待ち行列理論」の視点から解説します。

[bookmark: _6tntuqezvp49]
[bookmark: _4rq0rbyp3vy5]1. 平均待ち時間の違い（効率性）
フォーク並びは、システム全体の「空き」を無駄なく活用できるため、平均待ち時間が短くなります。
· フォーク並び: すべてのレジが1つの大きなリソースとして機能します。誰か一人の接客が長引いても（ポアソン分布で大きな値を引いても）、隣のレジが空けば次の人がそこへ進めるため、全体の流れが止まりません。
· 各レジ並び: 「運」の要素が強くなります。自分の並んだ列の前の人が手間取っている間、隣のレジがガラ空きであっても、その恩恵を受けることができません。この「窓口のアイドルタイム（無駄な空き時間）」が発生するため、全体の平均待ち時間は長くなります。
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[bookmark: _32fcapch5s5s]2. 待ち時間のバラツキ（公平性）
「公平性」を測る指標として重要なのは、待ち時間の標準偏差（バラツキ）です。
· フォーク並び: 「先入れ先出し（FIFO）」が厳格に守られます。早く来た人が必ず先にサービスを受けられるため、待ち時間の予測がつきやすく、不公平感がありません。
· 各レジ並び: 「隣の列はスイスイ進むのに、自分の列だけ全然進まない」という現象が頻発します。これにより、後から来た人が先に終わるという逆転現象が起き、最大待ち時間が非常に長くなる傾向があります。
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[bookmark: _6pswhm5rt92g]3. シミュレーションで比較すべきポイント
お手元のコードを実行した際、特に以下の数値に注目してみてください。
	指標
	フォーク並び（一列）
	各レジ並び（複数列）
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